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My Wandervogel 
とりあえず新しい登山

靴の調達を決断するこ

と。そして、敢えて目的

も目標も定めぬ気まま

な心で山を想い、人を想

うこと。 

9 期 伊藤俊成 

My Wandervogel 
山はバスかケーブル

カーで上のほうまで行け

て少し歩けば頂上、とい

うのを探して、おくさん

と。 

もう 1 つは、山村さん

のお世話に甘えて、金

沢でたまに飲むこと。 

8 期 穴田昭一 

先輩を追いかけて 
54 年前の冬、合津リーダ

のもと、大門山に行った。4
年生 3 名、2 年生 2 名、1 年

生小生 1 名。45kg の重い荷

物を背負い、深い雪のラッ

セルで、鍛えていただいた。 
本日、合津さんに同行さ

せていただき、二人で白山

山頂ワンデリングができて、

うれしい。依然として強い気

持の先輩を見ました。 
気の弱い小生。今後も先

輩の背中を追いかけて、山

登りを継続だ。   
9 期 鍋島武  

南竜組 2 日目 昨夜決めたワンデリングを予定通り実行。 

3 グループとも、今晩は中宮組に合流するために下山。 

 ① 合津・鍋島…展望コースのご来光を楽しみ、御前峰に登る 

 ② 伊豫・伊藤…エコーライン経由で室堂へ 

 ③ 白井・山中…現在の体調を考慮し立ち寄りなしで、別当出合へ。 

ご来光を仰ぎたいために、二人は

午前三時起床。南竜からの急登をヘッ

ドランプ頼りに、夜明け前から汗をか

く。 

太陽って偉いね。我ら二人の到着を

待っていたようだ。我らが展望台に到

着するや否や、すぐに顔を出したよ。

お天道様はいつも見ているよ。 

室堂に 6 時 40 分着。南竜山荘で調達した朝弁当と合津さん

が準備してくれた味噌汁で、朝食だ。 

新装なった白山奥宮祈祷殿で安全祈願をして、御前峰へ。 
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頂上では、眺望

を楽しみ、腹ごしら

えをし、奥宮で神

頼 み 。 計 画 達 成

で、何か満たされ

た気分で最高だ。 

もしかして、今回

が生涯最後の御前

峰かも…。ちょっと

感傷的に。去りが

たい気分だ。 

南竜山荘を出発した 4 名は南竜道のエコ

ーライン入り口で二手に分かれる。 

白井さん山中さんはそのまま別当出合を

目指して下山、一足先に中宮に集中だ。 

一方の伊豫さん伊藤さんのグループはエ

コーライン経由で室堂に向かった。 

 伊豫・伊藤両氏が目的地の室堂に着いた

が、そこには、想定外のうれしい出来事が。 

15 期の間所ご夫妻が室堂に来ていたの

だ。伊豫さんの行動を予知して、出会えるだ

ろうと思ったとのこと。お二人にとっては想定

内であるが、我らにとっては想定外。 

御 前 峰 か ら 降 り て き た 合 津 ・ 鍋 島 組 が 加 わ り 、

KUWVOB 交流会だ。仲良しの良いご夫婦だね。 

いただいた縁もあります。これまたいい夫婦です。 

間所ご夫妻、奥名さんの 3 名から、『先輩たち、

まだまだ若い。元気に歩け！』との無言の激励叱

咤を受けて、我ら 4 名はオジサンらしく慎重に別当

出合に向かった。無事に下山できましたよ。 

2018 年 8 月 1 日 南竜道分岐 （左から） 間所ご夫妻  奥名さん ＋ PW 参加者 4 名 

更に驚いたことに、南竜道分岐まで下りてくる

と、15 期奥名さんにも待っていていただいた。疲

れ切っていた我ら PW 参加の 4 名も、疲れも忘れ

る時間を持たせていただいて、感謝です。奥名さ

んの奥様には 5 年前の PW で、花の解説をして
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中宮組 初日  白山麓の白峰のワンデリング。 

多くの白山登山者はこの白峰を通るだろう。ただそのうちの何％の登山者

が白峰に立ち寄るのだろうか。おそらく数少ないであろう。我ら KUWVOB も

立ち寄らず、通過するケースのほうが多い。 

そこで、今回の中宮集中グループがこの白峰の良さ・魅力を探訪。 

 白峰の中心部そのもの

が、『国選定重要伝統的建

造物群保存地区』に選定さ

れており、『白山ろく民族資

料館』にも江戸時代の文化・

伝統が保存されている。白

山登山者はぜひ一度立ち寄

ってほしい地域だ 

山岸家 大庄屋 白山下山仏 

My Wandervogel 
もう六甲山すら登坂

がつらくなったが、野山

歩きはまだ続けられる。

兵庫植物同好会の会員

であり、自然を楽しんで

いる。兵庫県立博物館

の客員研究員として、藪

漕ぎをいとわず、ワンゲ

ル時代にベトコンと言わ

れたスタイルを維持しつ

つ、里地や里山の植物

を訪ね歩こうと思ってい

る。 

8 期 黒崎史平 

My Wandervogel 
南竜 PW は 2009 年

から 2013 年の 5 回参

加。その後は変形性関

節症のため欠席。 

マイワンゲルは一人

旅。九州 7 県へは 9 回。

下北半島と津軽半島は

レンタカーで一周。文化

庁の重要伝統的建造物

群保存地区を今年中に

100 箇所達成予定。 

今後も一人旅を続ける。 

8 期 藤井信晴 

織田家 
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